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青年期発症 1型糖尿病患者にお ける ｢希望｣ の
構成要素と看護的支援




青年期に発症 した 1型糖尿病患者が抱く ｢希望｣ の 構成要素を明らかに し, そ の 結果から, 育
年期発症1型糖尿病患者 へ の 看護的支援を考察した.
そ の 結果, 患者が抱く ｢希望｣ の 構成要素と して , 『自己 に対す る希望』 と 『社会 に対す る希
望』 に分類され た . 『自己 に対す る希望』 で は , 【自己変容】, 【生活の 変化】, 【血糖 コ ン ト ロ
ー
ル】, 【合併症の 予防】, 【将来】, 【神仏 へ の 祈り】 の 6 カ テ ゴリ ー が抽出さ れ , 『社会 に対する
希望』 で は , 【1 型糖尿病 に対する社会認識】, 【社会環境】, 【同病者 の 存在】, 【医学 の 進歩 に
対す る期待】 の 4 カ テ ゴリ
ー が抽出され た.
『自己に対す る希望』 で は , 1 型糖尿病患者で ある 自己を肯定的に捉え , 積極的な未来志向が
希望を推し進め る第 一 の も の で あ っ た . そ の 時, 青年期の 心理的問題も同時に考慮 して い く必要
が ある . 一 方 , 『社会に対す る希望』 で は , あらゆ る場面及び人間関係に お い て , 1型糖尿病に
対する誤解や偏見, 差別が なくな る こ とを強く望ん で い た. 看護的支援に お い て は, ｢患者自身
へ の 支援｣ と ｢社会 へ の 啓蒙活動｣ の 2 つ の 側面か ら関わ っ て い く こ とが重要で あると い え る.
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はじめに
全国小児糖尿病患者の 年次推移を見ると , 1型
糖尿病, 2型糖尿病, そ の 他 の糖尿病を含む18歳
末満 の 全国小児糖尿病患者総数 は1996年度以降右
肩上がり に直線的に増加 して きた . しか し, 1985




1 型糖尿病は イ ン ス リ ン 治療を必須とする疾患
で あり2), 生涯 に渡り合併症 を予防す る こ とが主
な治療目的とな る. そ して , 厳格な血糖コ ン ト ロ ー
ル が糖尿病性合併症 の 発症や 進展を抑える た め に
必要で ある . 血糖値を正常範囲内で コ ン ト ロ ー ル
すれば , 糖尿病性細小血管障害 の 発症や進行が抑





が出現 したり進行しな い よ うに サ ポ ー ト して い く
こ とが重要と なる .
病気や合併症, さ らに 自分 の将来に対する不安
な ど多く の 困難を抱えて い て , なか なか生活に積
極的になれず, 内向的に な っ て しま う患者が多い
中で , ある患者た ちは , 不安 は常に ある と い い な
が らも前向きに生活 して い た . 人 の あらゆる生活
行動にお い て , 生き る希望を持っ こ と が , そ の 行
動を動機 づ け る うえ で基本的な こ と と さ れて い
る
5)
. 過去 の 文献よ り ｢希望｣ は , 神学や 文学な
ど の 分野に お い て は古くか ら取り上 げられ, そ の
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後心理学, 精神医学, そ して看護の 分野で も取り
上 げられ るよ う に な っ た6~10)
青年期と糖尿病に関わる過去 の 研究は こ れま で
もな さ れて き た1 1~1 4). 青年期は自己概念を形成し,
自己同 一 性を確立す る た め に重要な時期で ある .
情緒的に不安定な時期と い われ る中, 自分とは何
か, 自分の 将来 は どう な る の かに つ い て 意識的に
考え る時期で もあ る . ア イ デ ン テ ィ テ ィ が混乱し
やす い こ の 時期に , 突然1型糖尿病を発症し, そ
の 中で ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 確立を行 っ て い か なけ
ればな らない 青年期 の 患者た ちが希望を も っ こ と
は , さま ざま な制限の 中で 効果的な対処方法を獲
得 し, 生きて い く た め に も必要で あ ると考え た .
上述 した よ うに , こ の よう な青年期 の糖尿病患
者が ｢希望｣ を持 っ こ と はきわ めて 重要で あ る の
だが , しか しこ れま で の研究にお い て , こ の点 に
焦点を絞 っ た も の は ば とん ど存在しなか っ た . 先
行研究もは とん どない こ とか ら, 本研究で は , 特
に こ の 点に焦点を絞 っ て み た い . 本稿で は , 過去
の 文献を参考 に した もの だが , ｢希望と は , 一 般
的に思考, 感情 , 行動, 関係を含む将来 へ の 期待
の プ ロ セ ス , 積極的な未来志向で あ る｣ と 一 応定
義 し, そ れ を視野 に入れ なが ら, 実際, 青年期発
症1型糖尿病患者が どの よ う な 内容の ｢希望｣ を
抱く の かを明らかに した い . 次に , そ れを支え て
い く た め の 看護的支援 に つ い て 考察 して み たい .
研究方法
Ⅰ . 研究対象 (表1)
対象者 は , 富山県内の 各医療機関に通 院中の 青
年期発症1型糖尿病患者 4名と県外の 医療機関に
通院中の 2 名の 計6名で , 性別 は男性3名, 女性
3名で あ っ た . 対象者の 1型糖尿病の 発症年齢 は
表1 対象者の 概要
対象者 性別 年齢 発症年齢 曜病期間 婚姻 合併症
Ca sel 女 2 7 1 9 7年 未 な し
Ca se2 女 23 23 5ヵ 月 既 な し
Ca se3 女 19 1 8 1年 未 な し
Ca se4 男 28 13 15年 未 な し
Ca s e5 男 25 23 2年 未 な し
Ca s e6 男 29 1 7 1 2年 末 な し
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13歳から23歳 の 青年期で あり, イ ン タ ビ ュ ー 当時
の 年齢は19歳か ら29歳で あ っ た . 発症年齢は平均
で18.8歳 , イ ン タ ビ ュ ー 当時の 平均年齢は25.2歳
で あ っ た . こ れら の 対象者の1型糖尿病曜患年数
は 5 ヶ 月か ら15年に わ たり , 平均催病期間 は6.4
年で あ っ た .
Ⅱ
. 調査期間




1型糖尿病発症当時か ら現在ま で の 過程 の 中
で , ｢希望｣ に焦点を絞り つ つ , 発症当時か ら
現在まで の 病歴と気持ち の 変化, 日常生活, イ
ン ス リ ン 注射な ど治療に 関す る こ と, 1型糖尿
病を発症して か らそ の とき どきで 望ん だ こ と,
及び, あ なたが今望む ことな どから構成された .
2 . 調査方法
研究者が自ら作成した上記 の 質問項目に基づ
い て , 半構成的イ ン タ ビ ュ ー を実施した . 上記
質問項目以外 は自由に語 っ て もら っ た . 聞き取
り内容は対象者の 同意を得て テ ー プ に録音 した .
3. 面接場所と時間
面接は大学内の 個室を準備 した が, 対象者か
ら指定が あ っ た場合 は そ の 場所に て実施 した .
面接時間は 1人当た り60分か ら90分を原則と し
た が , そ の 都度対象者 に合わせ て 対応 した .
Ⅳ
. 分析方法
分析 は , 質的な研究方法の 1 つ で ある 内容分析








抱く ｢希望｣ と希望に関連すると思われ る叙
述を全て抽出し, そ の 叙述の 意味内容を考え
コ ー ド化 した .
3 . コ ー ド化 した デ ー タ は そ の 内容 ごと に整理
し, 比較検討を行い サ ブ カ テ ゴ リ ー 化 し, そ
こ か ら同様の 手順で 抽象度を高め な がらカ テ
ゴ リ ー を抽出した .
Ⅴ
. 倫理的配慮
研究の 趣旨を対象者に 口頭及び書面にて 説明し,
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同意が得られ た場合に限り面接を行 っ た . ま た ,
一 度同意をした場合で も随時同意を撤回て き , 拒
否 ･ 撤回に よ っ て対象者が不利益を受ける こ とが
ない 旨も伝えた. さらに , い っ で も研究 - の 撤回
がで きる よ う研究依頼書に研究者の 連絡先を記載
し手渡した.
結 果
青年期発症1型糖尿病患者 の 希望 に関す る記述
に お い て389コ ー ド, 28サ ブ カ テ ゴ リ ー , 10カ テ
ゴリ ー が抽出で きた . さ ら に全体を , 『患者の 自
己に対す る希望』 と 『患者の 社会に対する希望』
の 2 つ の側面 に'分類した .
『患者 の 自己に対する希望』 と は , 1 型糖尿病
を持ちなが ら生きて い く た め の 自己に対する希望
で あり , こ う ありた い とい う自己に対す る願望を
意味す る . 一 方 , 『患者 の 社会 に対す る希望』 と
は , 1型糖尿病で ある自分を取りまく社会に対す
る希望で あり, 社会に対 して こ う して は しい と い
う要望に近い 願望を意味す る.
『患者の 自己 に対する希望』 は10カ テ ゴリ ー 中
6カ テ ゴリ ー で あ っ て , そ の 内容は 【自己変容】,
【生活の 変化】, 【血糖 コ ン ト ロ ー ル】, 【合併症
の 予防】, 【将来】, 【神仏 へ の 祈り】 か らな っ て
い た . ま た , 『患者 の 社会 に対す る希望』 は10カ
テ ゴ リ ー 中4 カ テゴ リ ー で あ っ て , そ の 内容は
【1型 糖尿病 に対す る社会認識】, 【社会環境】,
【同病者 の 存在】, 【医学 の 進歩 に対す る期待】
か らな っ て い た .
以下 , カ テ ゴ リ - を 【】, サ ブカ テ ゴ リ ー を
《 》 で 表す .
1 . 『患者の自己に 対する希望』 (表2)
1) 【自己変容】
こ の カ テ ゴ リ ー に は , 《積極的態度》 と 《消
極的思考》 の 2 つ の サ ブカ テ ゴ リ ー が含まれ る.
《積極的態度≫ に は , ｢ 一 生治らな い 病気を
1 日も早く受 け入れな けれ ばならな い｣ とい う
疾患の 受容 , ｢生き る こ と の 目的｣ や ｢将来で
き る こ とを探す｣ と い っ た目的の 模索, 目的に
対す る積極的行動と思考, 病気をも つ 自己 の理
表2 患者の 自己に対する ｢希望｣




《罷患前 と変わ らな い 生 活≫ 《イ ン ス リ ン 注射と の 共生》
《経済的不安》
3) 血糖 コ ン ト ロ ー ル
《良好 な血糖 コ ン ト ロ ー ル の 維持≫
《低血糖 に 対す る周囲の サ ポ ー ト≫
4) 合併症の 予防
《合併症予防の 阻止≫
《曜患年数に 比例 した プ レ ッ シ ャ ー ≫
5) 将来
《資格取得･ 就職 へ の 目標≫ 《結婚 ･ 出産 ･将来の 自分の 子
ども に 対す る想 い》 《趣味 へ の 挑戦 ･ 趣味活動 の 継続≫
6) 神仏へ の 祈り
《奇跡 へ の 願望≫ 《死 の 不安》
(荏: 《 》 内は サ ブ カ テ ゴ リ )ー
想像, 自己管理能力の獲得, 成功体験, 代償行
動, 失敗体験と経験か らの学習, さらに , 自己
を励ま して疾患と共存 して い くな どの 未来に対
す る志向がみ られた .
一 方 , 《消極的思考》 に は , 運命に対す る恨
み , 自己を閉ざすこと , 及び自責の 念が含まれ
た.
1型糖尿病で ある自分の 将来を肯定的に思考
し, 行動する 《積極的態度》 は , 自己の 肯定的
な 変容を可能とす る もの だが , そ こ に は若干不
安感な どの 《消極的思考》 も存在した . しか し,
患者た ちは そ れも バ ネに して自分を変え よ うと
して い た .
2) 【生活の 変化】
こ の カ テ ゴ リ ー に は, 《羅患前と変わらな い
生活≫, 《イ ン ス リ ン 注射と の共生≫, 《経済的不
安》 の 3 つ の サ ブカ テ ゴ リ ー が含まれ る .
さま ざま な制限が 出て く る なかで , 《羅患前
と変わ らな い 生活》 で は , 罷患前と変わ らな い
食生活, 擢患前と変わ らな い 生活, 高血糖回避
の 為の 生活の 工夫 へ の 希望が語られ た .
1型糖尿病にと っ て イ ン ス リ ン 注射は , 生涯
に わた っ て 必須で あ る . 《イ ン ス リ ン 注射と の
共生≫ で は , 診断さ れた 日から突然始ま るイ ン
ス リ ン 注射に とま どい っ つ も, イ ン ス リ ン は生
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きて い く ために必要で あ ると患者たち の 理解が
述べ られて い た .
ま た, 18歳未満の1型糖尿病は小児慢性特定
疾患で 医療費が免除されて い るが, 18歳以上 に
な る と医療費を自己負担しな けれ ばな らな い .
《経済的不安》 で は , イ ン ス リ ン は 一 生継続 し
て い か なければ ならない もの で あ るため に , 医
療費負担の 増大に対す る不安が述 べ られた.
3) 【血糖コ ン ト ロ ー ル】
こ の カ テ ゴリ ー に は, 《良好な血糖 コ ン ト ロ ー
ル の 維持≫, 《低血糖に対する周囲の サ ポ ー ト》
の 2 つ の サ ブカ テ ゴ リ ー が含ま れる .
《良好な血糖コ ン ト ロ ー ル の 維持≫ に は , 低
血糖に対する不安, 高血糖に対する不安, 血糖
予測能力 の獲得 , 良好な血糖コ ン ト ロ ー ル等 の
概念が含ま れて い る. 6人全て が低血糖を起 こ
さ な い こ とを望ん で い た . ま た , 《良好な血糖
コ ン ト ロ ー ル の 維持≫ は別 の意味か らも患者た
ち に は重要と考え られて い た. そ れは , ｢低血
糖さえ なけれ ば周囲の 人に 自分が糖尿病で ある
こ と を告白しなくて も生きて い け る の に｣ とか
｢知らな い 人と い る時に 低血糖 に な っ た ら自分
が糖尿病で あ る こと を言わなければならなくな
る｣ と述べ た人が い る よ うに , 低血糖出現時に
自分 の 病気が知られ る こ と を心配して い るから
で あ っ た .
一 方, 《低血糖 に対する周囲 の サ ポ ー ト≫ に
は , 低血糖に対する不安, 低血糖時の 対処方法,
低血糖時の 周囲 へ の 働きか けが概念と して 含ま
れて い る
.
6人中5人が学校, 職場及び バ イ ト
先に低血糖時の 対処方法を説明して おり , 周囲
の サ ポ ー ト を必要と して い た.
4) 【合併症の 予防】
こ の カ テ ゴ リ ー に は , 《合併症出現 の 阻止≫,
《羅患年数に比例したプ レ ッ シ ャ ー ≫ の 2 つ の
サ ブカ テ ゴ リ ー が 含まれ る .
今回イ ン タ ビ ュ ー した 6名は , 曜患歴5 ヶ 月
か ら1 5年に及 ぶが , 全員合併症が生じて い な い .
《合併症出現の 阻止≫ に は , 合併症出現に対す
る不安, 合併症 が出現 しな い と い う こ と が , ま
た 《羅患年数に比例 した プ レ ッ シ ャ ー ≫ に は ,




こ の カ テ ゴリ ー に は , 《資格取得 ･ 就職 へ の
目標》, 《結婚 ･ 出産 ･ 将来の自分の子 どもに対
する想 い≫, 《趣味 へ の 挑戦 ･ 趣味活動の継続≫
の 3 つ の サ ブカ テ ゴリ ー が含まれる .
《資格取得 ･ 就職 へ の 目標≫ に は , 資格 の取
得, 専門職 に つ き たい と い う思 い , 《結婚 ･ 出
産 ･ 将来の 自分 の子 ども に対する想い》 に は ,
結婚 へ の 願望, 出産に対す る想い, 将来の 子ど
もに対する想 い が含まれ た. さ らに ｢万 一 子ど
もに遺伝したら自分が経験 したこと を伝えて い
き たい｣, ｢自分が子 ども に伝えて あげる こ とが
で き る｣ な ど, あらゆ る場合を想定した言葉が
あ っ た . ま た , 《趣味 へ の 挑戦 ･ 趣味活動 の 継
続≫ に は , 病気で あ っ て も趣味を継続した い と
の 思い が含まれて い た .
6) 【神仏へ の 祈り】
こ の カ テ ゴ リ ー に は , 《奇跡 へ の 願望≫ と
《死 の不安》 の 2 つ の サ ブカ テ ゴリ ー が含まれ
る .
《奇跡 へ の 願望≫ に は , ｢あ る日突然治 っ て
い る｣ とい う奇跡 へ の願い , 信仰に対する想い ,
《死の 不安≫ に は , 病気か らく る死 の 不安と
｢イ ン ス リ ン がなか っ た ら自分は死ん で しま う｣
と い っ た イ ン ス リ ン欠乏に対する不安が含ま れ
て い た . ｢糖尿病イ コ ー ル死｣ とい う認識 は ,
一 般社会で は薄い かもしれな い . しか しながら,
1型糖尿病を発症した人々 に と っ て , 自己分泌
の イ ン ス リ ン が ない とい うこ と は死を意味して
い た
. 日 々 イ ン ス リ ン 注射を打 っ とい う こ と は
単に血糖を コ ン ト ロ ー ル し, 合併症を予防する
と い うだけで は なく , ｢生き る｣ と か ｢死に た
く ない｣ とい う願望をも意味す るもの で あ っ た .
2
.
『患者の 社会に対す る希望』 (表3)
1) 【1型糖尿病に対す る社会認識】
こ の カ テ ゴリ ー に は , 《誤 解, 偏見 ･ 差別が
な く なる こ と≫, 《1型糖尿病に 関す る正 しい 情
報 の 普及》, 《理解者の 増大》 な どの 3 つ の サ ブ
カ テ ゴ リ ー が 含まれ る .
6人 中5人 の 患者が糖尿病で あ るが ゆ え に受
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表3 患者の社会に対する ｢希望｣
カ テ ゴ リ ー
1) 1型糖尿病 に 対する社会認識
《誤解､ 偏見 ･差別 が なく な る こ と≫ 《1型糖尿病 に 関
す る正 し い 情報 の 普及》 《理解者の 増大≫
2) 社会環境
《家族関係》 《友人 ･恋人関係》 《学校 ･職場 で の 配慮》
《医療 と の 関係》 《社会の サ ポ ー ト≫
3) 同病者の 存在
《同病者 か ら の 支援》 《同病者 に 対す る模範的態度》
4) 医学の 進歩 に 対する期待
《完治 へ の 願 い≫ 《治療法 へ の 期待》
( 症: 《 ≫ 内 は サ ブ カ テ ゴ リ ー )
ける誤解や 偏見, 差別を強く感 じて い た . ｢若
い の に食 べ 過ぎて 糖尿病に な っ た｣, ｢た だ の 怠
け者｣, ｢ぜ い たく病｣, ｢ 野菜しか食 べ て は い け
な い 病気｣ な どと い っ た誤解か ら, ｢ 同級生か
ら特別視され た｣ とか , ｢就職試験で 糖尿病と
わか っ た ら落とされ た｣, ｢履歴書に1型糖尿病
と書く こと で不採用に な る こ とが 続い た｣, ｢1
型糖尿病と わか っ た とた ん解雇され た｣ など,
こ れまで の 偏見や差別の 現実が多く語られ た .
《誤解, 偏見 ･ 差別がなくな る こ と≫ と い う願
い に は , 1型糖尿病 は生活習慣病で は ない とい
う こ と, 誤解, 偏見 ･ 差別が なく な っ て欲しい
こ と, 就職で の 差別が なく な っ て欲しい な どの
気持ちが含まれて い た .
こ の よ う な誤解 , 偏見 ･ 差別の 根底 に は1型
糖尿病が どう い う疾患で ある かとい う情報が社
会全体に 不足して い る現実があ る . 《1型糖尿
病 に関す る正 しい 情報の 普及≫ に は , 医療者 へ
の願 い , 社会に対す る願い , 1型糖尿病 に関す
る正 しい 情報が普及して欲 しい と の 望み が含ま
れて い た.
ま た, 誤解, 偏見 ･ 差別があ るがゆえ に自分
が 1型糖尿病で あ る こ とを公表で き な い 人もい
る . 《理解者の 増大≫ に は , 正しい 理解者が増
え て欲しい との 願 い が含まれて い た .
2) 【社会環境】
こ の カ テ ゴ リ ー に は , 《家族関係》, 《友人 ･
恋人関係≫, 《学校 ･ 職場で の 配慮≫, 《医療との
関係≫, 《社会の サ ポ ー ト》 の 5 つ の サ ブカ テ ゴ
リ ー が含まれ る .
《家族関係≫ に は , 家族の 支え , 変わ らな い
家族関係 , 《友人 ･ 恋人関係》 に は , 変わ らな
い 友人関係, 恋人や パ ー ト ナ ー の病気 へ の理解,
病気を持 っ た 自分 へ の 理解が願望と して 含まれ
て い た . イ ン タ ビ ュ ー 対象者6人全て が , 変わ
らない家族関係, 友人 ･ 恋人関係を望ん で い た .
《学校 ･ 職場で の 配慮》 の 多く は , イ ン ス リ
ン 注射の 時間や場所に関す る要望で あ っ た . 特
に中学校や高校で は休み時間が短い こ とや , 人
と違うと い う想い か ら病気で ある こと を公表で
き な か っ た と い う事実があ っ た . 周囲が1型糖
尿病が どうい う病気で あるか を知らない こ とか
ら, 彼らや彼女らは , ト イ レ や保健室に行 っ て
イ ン ス リ ン 注射をした り, 授業中に低血糖が出
現した時に は , 休み時間に な るま で我慢 して ,
休み時間に なると トイ レに駆け込んで ペ ッ ト シ ュ
ガ ー を摂 るな どさまざまな苦痛な体験を して い
た
. 《学校 ･ 職場で の 配慮≫ に は , 学校生活で
の サ ポ ー ト体制, 学校 ･ 職場で の 注射場所 の確
保が , 《医療との 関係》 に は , 医療者と の 信頼
関係 , 教育入院 へ の 期待が , 《社会の サ ポ ー
ト≫ に は , 飲食店における カ ロ リ ー 表示の配慮,
海外旅行時の 手続き の 簡便さ , 及び健常者の サ




《同病者か らの支援》 に は, 同病者と出会い ,
活躍して い る そ の 姿に あ こ がれた り, 同病者の
し っ かりと した 自我の 存在を尊敬するとい っ た
意味が含ま れて い る. さらに , 直接, 同病者か
ら励ま された り, 情報交換を行 っ たり して , と
もに支え あう中, 直接的な支援 の意味も含まれ
て い た . 《同病者に 対す る模範的態度》 に は ,
曜患年数が長 い 患者 に見られ , 仲間に対する模
範的態度や同病者に対す る期待が こ の 中に は含
まれて い た .
4) 【医学の 進歩に対す る期待】
こ の カ テ ゴ リ ー に は , 《完治 へ の 願 い》 と
《治療法 - の 期待》 の 2 つ の サ ブ カ テ ゴ リ ー が
含まれ る .
《完治 へ の 願い≫ に は , 完治 へ の 願い , 発症
原因 の 究明 が , 《治療法 - の 期待≫ に は , イ ン
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ス リ ン 注射以外 の 治療に対す る期待, さらに ,
人工膜臓 へ の 期待とイ ン ス リ ン 注射の 簡便さが
希望と して 含まれて い た .
考 察
｢結果｣ よ り明らかに な っ た点を , 『患者の 自己
に対す る希望』 と 『患者 の社会に対す る希望』 の
2 つ の 側面から考察し, 最後にそ れぞれの ｢希望｣
に つ い て , ど の よ うに看護的支援がで き るか に つ




. 未来 へ の 希望
1型糖尿病はイ ン ス リ ン 治療を必須とする疾
患で あり , 生涯に渡り合併症を予防する ことが
治療 の 目的とな る . あ る 日突然1型糖尿病を宣
告 され , 同時に 始ま るイ ン ス リ ン 注射に , 本研
究 の患者たち は戸惑 い を感じて い た. 一 日前ま
で は普通 の 人たちと変わ らない 生活をして い た
の に , そ の 宣告を境に して , イ ン ス リ ン 注射の
開始, 食事の制限, 活動 の制限な どさま ざま な
制限に よ る生活上の 変化が起 こ っ て く る . そ し
て , こ の よ うな制限 つ き の生活を生涯余儀なく
され る の で ある . そ ん な 中, 患者た ち は自己に
対して さま ざま な希望も抱い て い た .
糖尿病に なると , まず 【生活の 変化】 が起こ
る. しか し, イ ン タ ビ ュ - し た患者たちは全員,
《催患前と変わ らな い 生活》 を願い , イ ン ス リ
ン 注射も生存の 条件と して 《共生》 せ ざるを得
ない と受 け入れて い た . しか し, 生涯に渡 る こ
の 疾患の た め に 医療費をJL､配す る若者もい た .
突然の糖尿病の 宣告に対し誰もが抱い た願い は,
【合併症の 予防】 で あ っ た . なぜ なら, 合併症
が 出現 しな ければ, 通常 の生活が制限つ きで は
ある が , 可能と な るか らで あ る . 一 方, 血糖値
に振り回さ れ, 病気の こ とばかり考えて しま い
がち な中, 何よ りも注目す べ き こ と は , 患者た
ち が 自分 を肯定的に 変え よ う とす る 【自己変
容】 の 気持ち を持 っ て い た こ と で あ る. 病名の
告知か ら疾患の 受容, 生活 - の 適応 , そ して 自
分の 人生 を楽 しむ こ と を通 じて , 患 者た ち は
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《消極的思考》 を抱き つ つ も, 前向き に , 自分
と向き合おうとす る 《積極的態度≫ を持 っ て い
た.
彼らま たは妓女らは, 身近な目的に焦点を当
て る と共に , 【将来】 へ の 前向き な想 い を抱 い
て い た
. 島田ら15)は , 夢や希望を持たな い青年
に比 べ て , も っ て い る青年の 方が生活に満足 し
て い ると述 べ て い る . こ の 前向きな, 積極的な
想 い こそ が生きる希望に つ なが っ て い た.
しか し 一 方で は , ｢ ある 日突然治 っ て い た ら
い い｣ とい う 《奇跡 へ の 願望》 に み られ るよ う
な , 【神仏 へ の 祈り】 に似 た気持ちが な い わ け
で は ない
. 看護師と して は , そ う い う患者の 願
望の 深さも汲みと っ て 支援して い く こ とが必要
で ある .
2
. 青年期の 発達課題と の 関連
青年期の 発達課題は 自己概念を形成し, 自己
同 一 性を確立す る こ とで あ る. 青年期は大人 へ
の 準備段階に おい て重要な 時期で あり , ま た ,
情緒的に不安定な時期で もあ る. 一 般的に , こ
の青年期と い う時期は仲間との 結び っ きや親密
性が強く なり , そ の た め , い っ た ん仲間に入る
と仲間と違う こ とが しにくく なる とい われて い
る
. 普通の 青年期で あ っ て も, ア イ デ ン テ ィ テ ィ
が混乱 しやすい こ の 時期に , 1型糖尿病の 発症
は , 彼らまた は彼女らにと っ て , と て も大きな
衝撃だ っ た に違 い な い . 過去の 文献に おい て ,
約7割の 患者が病気 の こ とを公 開して い な い と
報告されて い る16). そ の よ う な中, 今回の 対象
者6名 の うち 5名は , 周囲に対 して 自分が 1型
糖尿病で ある こ とを告白して い た . 患者た ちが
良好な 【血糖 コ ン ト ロ ー ル】 を維持した い と い
う背景に は過 去 の 文献に も見られ る よ う に ,
｢病気 の こ とは知 られた く な い｣, ｢自分は健常
者と同じな ん だ｣ と思い な が らも, 学校や 仕事
中, ア ル バ イ ト中に低血糖に な っ て し まう と自
分で対処で き な い と い う不安の た め , 1型糖尿
病で あ る こ とを告白せ ざる を得な か っ た と い う
一 面があ っ た と考え られ る . しか し, 告白しな
い 人た ちは , 集団同 一 形成 (自分が仲間の 一 員
と して存在す る こ とを意味す る) と自分が 1型
糖尿病患者 で あ る こ と の 間で , 合併症が 出現 し
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な い で は しい と強く思い なが らも, 多く の 葛藤
を抱き , 言わない 方がよ い と い う選択をと っ て
い た の で は ない かと推測され る . 患者た ちが ,
良好な血糖 コ ン ト ロ ー ル を維持した い と願う背
景に は, 《死の 不安》 で も示さ れ た よ う に , そ
れだけが未来を開く生存の 条件で あ ると い う認
識か ら出た もの なの だが , しか し 一 方, 青年期
の発達課題にお ける こ うした特有な 問題 も影を
落と して い る の で ある .
また , 青年期に は進学, 就職 , 結婚, 妊娠及
び出産と い っ た多く の ラ イ フ イ ベ ン ト が ある .
そ の 時々 で 常 に , ｢自分と は何か｣ を しっ か り
と持ち, ア イ デ ン テ ィ テ ィ を確立して い かなけ
ればな らな い . 結果の 【自己変容】 に あ る よう
に , 病気 の告知の 後, それ で も, 彼らまた は彼
女 らは , ｢生き る こ との 目的｣ や ｢将来で き る
こと｣ を探して い る . こ れは 自立 - の 彼ら, 彼
女らなり の 歩み で あ ると考え られ る . 《消極的
思考≫ に み られる ｢糖尿病発症直後の た め夢を
断念した｣, ｢糖尿病で あ る こ と自体が嫌で悩ん
だ｣, ｢ 運命に対す る恨み｣ など消極的な思い を
感じ つ つ , そ こ で 自己 の 見直しに よ り肯定的な
自己の 捉え なお しを図 っ て い る. そ こ か ら見 つ
け出された成功体験や失敗体験 , 経験か らの 学
習, さ らに は自己を励ま して疾患と共存する な
どの , 未来に対す る志向が生まれて きて い る.
そ して , 彼らま たは彼女 らは ,
一 生懸命に 自分
の 危機を乗り越え ようと して い た .
青年期 は誰 しもが こ の JL､理的危機を備え て い
る . 意識的に , ある い は無意識 の うち に患者た
ちは 目的を見出して い たが , こ の 目的を見出し,
自分を変え て い こ うとい う 《積極的態度》 こ そ
が , 発達課題を達成 させ , 生き る希望 - 大きく
つ なが っ て い る の だと思われ た .
Ⅱ
. 『患者の 社会に対す る希望』
1 . 偏見及び差別の 現状
疾患に 対す る偏見や 差別は1型糖尿病に 限 っ
た こ とで は な い . しか しな が ら, 実際に青年期
の 1型糖尿病患者た ちは , そ の 【社会認識】 と
も い え る 1型糖尿病の 知名度 の 低さ , 生活習慣
病で ある 2型糖尿病と の 混同, 社会の 正 しい 情
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報 の 不足か ら, 何人も の患者た ちが数多く の 誤
解, 偏見 ･ 差別を受 けて い た .
今回 こ の よ うな偏見や 差別に つ い て最も多く
語られた ことが , 就職の 場面にお い て で あ っ た .
就職に つ い て , 雇用形態率を見る と, 常勤率や
公務員率 は全国平均と比 べ て 低く, 採用前 の 健
康診断で尿糖が 検出され た り, 病気を申告した
りす ると, 不採用に な る場合があ る
16)と い われ
て い る . 今回イ ン タ ビ ュ ー した患者 たち に はこ
うい うケ ー ス は少なか っ たもの の , 不採用にな っ
た人た ち も2名い た. 実際に , 糖尿病患者で あ
るがゆえ に就職で きな い , 1型糖尿病患者だと
わか っ た とた ん に解雇され た など, 就職難を引
き起 こ して い る現状が多く語られた . ｢せ め て ,
健常者と同じ機会を与え て ほ しい｣, ｢ 門前払い
さえされな ければ い い｣ とい う願い は , こ の よ
うな 《誤解, 偏見 ･ 差別が なく な る こと》 へ の
願 い と い え よ う.
意欲の 低下や不安, 悲哀感ある い は抑う つ 気
分や思考制止な どの精神症状が大きく な ると,
抑う つ 状態に な ると い われて い る
1 7'
. 糖尿病患
者もま た , 誤解, 偏見 ･ 差別の 現状に 押し つ ぶ
さ れて しまう時に , そ の よ うな状況に遭遇し,
適応で き なか っ た場合な どに は , 抑う つ 状態に
陥る こと も予測さ れ る. 今回の 研究対象者に お
い て は , 6名とも, う つ 病やう つ 的傾向は み ら
れ なか っ た が, 米国精神医学会の 診断基準 によ
れば, う つ 病 に な る率は , 一 般人口 で は約 5 -
8% で あ る の に対 して , 糖尿病患者で は1 5- 20
%, 若年発症 の 1 型糖尿病患者で は27.5 % にも
の ぼ る と推測され て い る
17)
. 現在の と こ ろ, 糖
尿病患者に おけ るう つ 病の 原因は不明な点が 多
い と い われて い るが , 健常者に比 べ , 生活な ど
の 面に おい て も多く の 制限に適応しなければな
らない 部分が あ る 一 方で , さ らに青年期と い う
情緒不安定も存在す る こ の 時期に , こ の よう な
偏見や差別は い っ そ う危機的な状況を招くと推
測され る. 社会全体か ら こ の ような誤解, 偏見 ･
差別が なく な らな い 限り , 彼らま た は彼女らが
い く ら希望と知恵をも っ て , 人生 へ の 積極的な
取り組み に努力 して も , ど こ か で大きな 障害と
な る の は否め な い . 《1 型糖尿病に 関す る正 し
青年期発症1型糖尿病患者に おける ｢希望｣
い 情報の 普及》 が図られ.る こと に よ っ て , 社会
が正 しい 認識をも ち, 《理解者が増大》 し, さ
らに, こ とさら隠さ なくて もい い よ う な環境が
で きる こ とが, 患者 たち の 社会に対す る希望の
実現 に つ なが る の で は ない だ ろうか
.
2
. 現状打破に 向けた 患者 の 願い
青年期の1型糖尿病患者た ちは , 社会全体 に
対して , 1型糖尿病に対する正 しい 情報の 普及
と よ き理解者が増え る こ とを望ん で い る .
一 方, 雁患年数が長い 患者3名にお い て は ,
【同病者の 存在】 を常に頭に入れ っ っ , 新た に
1型糖尿病を発症す る人たちや, 今も糖尿病で
あ る自分を受け入れ る ことが 出来な い 人たちに
対 して , モ デ ル に な る こ と を想 い 描 い て い た .
《同病者 に対す る模範的態度》 に おい て , こ の
患者た ち は , 1型糖尿病患者と して の 自分 の役
割を, 強く感 じて い る と思われ る . 自分た ちが
体験した ことや , そ の と き感 じた こ と などを伝
え て い き, 自分た ち の 体験が無駄に な らない よ
う働きか け る こ とで , 多く の 1型糖尿病患者に
勇気を与え た い と願 っ て い た .
ま た , 彼らや彼女らが社会生活を行 っ て い く
ため に は , さま ざま なサ ポ ー トが必要とされて
い る . 【社会環境】 の な か の 《家族関係≫ で は ,
曜患前 と変わ ら ない 家族関係を望み , 《友人 ･
恋人関係》 に お い て も同様に変わ らない 友人関
係を望ん で い た. 《学校 ･ 職場で の配慮≫ で は ,
多く の 患者たちがイ ン ス リ ン 注射を行う時間や
場所 に つ い て心配 して い た . 病気を公開で き な
い 環境 にあ るが た め に , 低血糖時は人に知 られ
ない よ う我慢した り して い る現実もある . 学校
で の 休み時間や職場環境に お い て , 多少なりと
もイ ン ス リ ン 注射や 低血糖 の対処が しや すい 環
境を整え る こ と が必要 で あ る と考え られ る .
《医療との 関係≫ で は , よ き指導者と出会い ,
信頼関係を築く ことを望ん で い る
. 生涯付き合 っ
て い か な ければな らな い 病気だ けに , サ ポ ー ト
してくれ る医療者 の存在は大きな もの で あろ う.
《社会の サ ポ ー ト≫ で は , 一 例と して多く の
患者が飲食店の カ ロ リ ー 表示に つ い て望 ん で い
た . 常に摂取 カ ロ リ ー を考え て , 食事をしな け
れ ばならな い 患者た ちに と っ て , こ の よ うな異
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体的な社会の サ ポ ー ト は重要なもの で あ ろう .
さ らに , 患者が社会 に必要性を訴えて も社会は
なか なか変化しな い と い う現状が ある. だから
こ そ 患者た ちは , 健常者 の 方か らも, 社会に対
する働きか けを求め て い た .
【医学 の 進歩に対す る期待】 で は , 患者た ち
は皆, 現代の 医学で は 1型糖尿病 は完治しない
と認識 して いる . そ の 現状を, 自分 の 力で は ど
うする こ ともで きない と認識し つ つ , そ れで も,
イ ン ス リ ン を打た なくて もい い 日が来るの で は
な い か と, 月琴臓移植な どを視野に入れて期待 し
て い た
. 社会は こ うした患者の期待を支え つ つ ,
そ の 希望を分かち合 っ て い く必要がある だろう.
Ⅲ
. 青年期発症1型糖尿病患者 に対す る看護
的支援
看護師は ,･ 以下 に示す 2 つ の 側面から青年期発




. 患者自身 へ の 支援
青年期発症の 1型糖尿病患者が , で き るだ け
早期に人生や生きる こと へ の希望を持っ こ と は,
前向きに療養生活を送る上で意味あ る こ とで あ
る
. 患者自身が自分の 人生や生活 の なか に希望
を見出し, 自分を変えて い こ うと, 積極的な態
度を身に付けて い る こと は , 注目す べ き ことで
あり , 支持して い く べ き こ とで ある . しか し,
全て の 1型糖尿病患者が本研究で 対象と した患
者たち の よ うに, 希望を見出し, そ の 生活に適
応 して い けると は限らない . また , 自分の 生き
る目的を見出した患者も, 常に 消極的思考と隣
りあわせ で生きて い る こ と を我々看護師は忘れ
て は な らない . 青年期に発症した患者た ち は ,
こ の 先何十年と こ の病気と付き合 っ て い かな け
れば ならない
. 生涯イ ン ス リ ン を打ち, 1型糖
尿病と付き合 っ て い く彼 らや 彼女らの 持 っ 積極
的な 側面を支え ,-そ れを維持 して 行ける よ う,
ま た , 隠れて い る積極性を引き出し, そ の 積極
性が高ま るよ う支援して い く こ とが 必要で あろ
う.
ま た , 神仏 へ の願 い を述 べ る患者も い た よう
に , 治らな い と わか っ て い て も, そ の よ うに 願
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う患者の 想い に , 看護師はで き るだ け寄り添 い
たい
.
｢何か にすがり たい｣, ｢治りた い｣ とい
う想い は , 患者誰もが持っ こと で あろう. こ の
よ うな想 い を表出で き るよ う関わ っ て いく こと ,
そ して , こ の よ うに感 じて い る の は1人で は な
い の だと い うこと を伝え, 共に 支えあ っ て い く
看護を行うこ とが大切で あ る .
そ う い う なか で , 今回明 らか に した患者の
｢希望｣を構成す る要素 は , 患者自身が未来に
対して多く の可能性を引き出し, 前向きに生き
て い く ため に役立ち, ま た, 看護師がそ れ を支
えて い くなかで 参考と な るで あろう . 糖尿病に
関する身体面, 技術面 の サ ポ
ー トだ けで なく ,
看護師の こ うい っ たJL､理面で の サ ポ
ー ト は , 育
年期発症の 1型糖尿病患者にと っ て大切で ある
とい え る.
2. 社会 - の 啓蒙活動と看護的支援
我々看護師は社会の 現状に も目を向け, 働き
かけて いく こ とが必要で ある . 1型糖尿病であ っ
て も社会的役割は十分果たせ る こと , 誤解や偏
見, 差別で , これか らの 人生に積極的に取り組
もうとする青年期の 若者の 未来を制限して しま
わな い よう, 障害とな っ て い る も の を少 しずつ ,
取り除い て い けるよ う社会に働きか けて い か な
ければ ならない . そ して , 彼らや彼女らが積極
的に自己と 向き合える よう に , 周囲に対し罷患
前と変わらな い家族関係, 変わらない 友人関係
を維持で き るよ うに , さらに は , 学校や職場で ,
偏見や差別を受 ける こと がない 環境を整え る な
どの こ とを して い く必要が あ るで あろ う. 看護
師は, 患者たちの 社会に対する強い願望を受け
止め , 社会全体に少 しで も1型糖尿病の 正 しい
理解と協力が得られ る よ う働き か けて い かな け
ればならな い . 例えば , 学校や職場に い る養護
教諭や管理者 に対し, 1型糖尿病に 関する正し
い情報を提供し, 患者たちの 不安や悩み の 現状
も伝えて い く こ とで , そ れぞれ の 学校や職場に
対して , 偏見の 是正 に取り組ん で もらうよ う働
きか けて い く こ ともで き る . 学校や 職場の 人た
ちが 1型糖尿病が どの よ うな疾患かを知らな い
が た め に , サ ポ ー トがで き な い で い る の かも し
れな い . 学校や職場で の 注射場所 の 確保や 食事
の 問題な どは , 患者1人で悩む よ り は , 周囲の
人々が理解すれば, 解決しやすく なる だろう.
ま た , 患者会や 1型糖尿病に関す るセ ミ ナ
ー が
開か れ る際に は , 積極的な参加を促 して い く こ
とも必要で あ ろ う.
｢糖尿病を持 つ 人間｣ で あ っ て も ｢糖尿病の
病人｣ で は ない とい う考え を患者た ちだ けで は
なく , 社会の 人, 全て がもて る よ うにする こと
が , 患者の 抱く社会 へ の 希望に つ なが っ て い く
もの と思われ る.
結 論
本研究を通 して , 以下の ことが明らか に な っ た ･
Ⅰ . 青年期発症 1型糖尿病患者 に お ける 『患者
の 自己に対す る希望』 で は , 【自己変容】, 【生
活 の 変化】, 【血糖 コ ン ト ロ ー ル】, 【合併症 の
予防】, 【将来】, 【神仏 へ の 祈り】 の 6 つ の カ
テ ゴ リ ー が抽出さ れた . ま た , 『患者の 社会に
対す る希望』 で は , 【1型糖尿病 に対す る社会
認識】, 【社会環境】, 【同病者 の 存在】, 【医学
の 進歩に対する期待】 の 4 つ の カ テ ゴ リ
ー が抽
出された . そ して , こ れらは , 最初に視野に入
れた ｢希望｣ の 定義と はとん ど差異の ない 内容
を含ん で い る もの で あ っ た .
Ⅱ . 『患者 の 自己に対する希望』 で は , 糖尿病患
者で あ る自己を肯定的に捉え, 積極的な未来志
向が希望を推し進め る もの で あ っ た . そ の 時,
青年期の 心理的問題も同時に考慮 して い く必要
があ る .
Ⅲ . 『患者 の社会に対する希望』 で は , 患者たち
は あらゆ る場面及び人間関係に おい て , 1型糖
尿病 に対す る誤解 , 偏見 ･差別が なく な る こ と
を強く望ん で い た .
Ⅳ . 青年期発症1 型糖尿病患者の 看護的支援 に
お い て は , ｢患者自身 - の 支援｣ と ｢社会 - の
啓蒙活動｣ の 2 つ の 側面から関わ っ て い く こ と
が 重要で ある . ｢患者自身 へ の 支援｣ と して は ,
1型糖尿病に対す る生活面や 技術面だけで なく ,
心理面 へ の働きか けも必要で , 話を聞く 時間を
特別に設 けた り して , 患者の 悩み に耳を傾ける
こ とが重 要で ある . さ らに , 患者 の 持 つ 積極性
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青年期発症1型糖尿病患者に お ける ｢希望｣
などよ い 面が あれ ばそ れを支援して い く こと も
重要で ある . ま た , ｢社会 へ の 啓蒙活動｣ と し
て は , 1型糖尿病の 正 しい理 解を求め , 誤解,
偏見 ･ 差別が なく なる よ う, 様 々 な機会をとら
えて 働きかけて い か なければな らない
.
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Co m pon e nts of hopein diabetic patie nts of adole s c e nt- o n s et
ty pe 1 a nd n u r s l ng S up po rts
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A bstr a ct
The pu rpo se ofthis study w a sto cla rifythe c o mpo n ents ofhopein diabetic patie nts of
adoles ce nt-o n s et ty pe 1 andto dis c u ss o n n u r sing s up po rts ofitfortbe m･
T he c o mpo n e nts w ere cla s sified into tw ogr o ups:hope to oneself a ndhope to s o ciety･
T he fo r m er w a s cla s sifiedinto 6 c atego ries:pe rs o n al change, cha nge of life, blo od s uga r
c o ntr ol, pr e v e ntio n ofdiabetic c o mplic atio n s, futu re a nd prayer to gods a nd Budd ha･ T he
latte r w a s cla s sifiedinto 4 c atego ries: s o cial u nde r sta nding of ty pe 1 diabete s m ellitu s,
s o ciale n vir o n m e nt, existe n ce offelo w s uffe r e rs a nd e xpectatio nto m edic alpr ogr es s･
As to hope to on es elf, they affir m ativ ely re cogniz edthefa ct that they a rety pe 1di
-
abetic patie nts･ T his po sitiv e attitude sfo rtheirfutu repu shedtheir hope gre atly･ Ho w e v e r,
sim ulta n e o u sly lt S ee m stO be n e ce ss a ry to co n side r on their psychologlC alis s u es of adole-
sc e n c e. As to hope to s ociety, they kee nly hoped that mis u nde r sta nding, pr ejudice a nd
dis c rimin atio nto type 1diabetes m ellitu s sho uld be conqu er edin ev e ry c a s es of hu m a n re-
latio n s. On the n u rsing sup po rts, it isim po rta nt to m ake efforts fr o mthe tw o a spects of
the s up po rtsto patients a nd enlighte n m e nt to s o ciety･
K ey w o rds
adole sc ent-o n set, ty pe 1 diabetes m ellitu s, hope, n u r sing s uppo rts
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